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内 容 梗 概

R本国有鉄道の全国トールダイヤル実施計画に基づき,ストロージャ局の苗外交換設備として,日立

製作所においてクロスバ交換機用機器を使用したデレクタ装躍を完成し,第1回製品は千葉鉄道管理局

に設躍されて本作3ノー｣22口に開通し,好調に運転されており,続いて第2回製品は大分鉄道管理局に

納入され,本年11月に開通の予定となっているので,その概要について述べる｡ゝ

本装~置はクロスバ~二な根機r口機講詩を使用したデレクタ装置としてわが国最初のものであり,ストローージ

ャ局に設置して全問番号統一,迂回中継などの市外交換装置としての機能を果し,日本国有鉄道の電話
網計画実施に標準的なものとして使用しうるように考慮されている｡

1.緒 言

国在鉄韮‡においては鉄道近状化の一瑞として,鉄

道電詔灘の面期的改良計l函が樹立され,_全l~【拍1入者ダイ

ヤルをこよる上Ⅲ時通話を子｣二うこととなり実施のいとぐちに

ついている.

こ町計両遂行のためにほ蘇り･統一,タンデム中継,迂

回■1~-継などの機能を有する蓄積変換機器の苺入が必要で

あるが,布来の交換ノト己のノこ部分はステップ･バイ･ステッ

プ方式のjこ.ユであり,これと適合する装置が要求される｡

この要求を溝屈するものとして今回,汁立製作所にお

いて完成したデレクタ袈吊ほ日本国有鉄

するように設計さjt,ストロージ

計画に適合

て
I

-
出札

設に｣巾の

経済的に~ポ外分換の機能美一県すものである

木製呈;r･:1こほ~持運描胴町方J(であり,
ヒヒム

H
.

低川柳度

も多く,安･仝な動作を費求されるので,弘一..r-ほクロスバ

交換機川のワイヤスプリングリレー,ワイヤスプリング

形マルチコンタクトリレー,リードリレー,クロスバス

イッチなどをもって構成し,架もクロスバ形防鵬架を使

用して高度の安に度と寿命を保障し,特に口本国有鉄道

のス1トリージ可‖)に設即する標準偶なもの利一恍誓とLて

設計されたものである.っ

2.デレクタの導入

日本国有鉄道における電話網計画は,加入者電請機か

ら全 いたるところの相手加入者電話機を直接ダイヤル

で呼出す,いわゆる全【1い-ルダイヤルを前提とするも

のであるからまずその回線網計画および番号計画の概要

を記し,これらの計画においてデレクタ

役割を果しているかを述べる｡

澤がいかなる

日本国有鉄道

日立製作所戸塚工場

2.1回線網構成

電話交摸掃の種別ほ大給括.Il(東京)【一総括

局一端

小心

の4段階に分数されており,屋形回線網を基本

として符局は必ず直属上位の に対して直通の中継種を

有し,これを基幹同種と称している｡

また,総措同相互,中心局相互などで比較的呼品の高

いところ,隣接したところなどには直通の中継線を設け

近道旧線と呼ばれている｡

この系統を図示すれば弟=図のとおりである｡

2.2 番号計画

■~い心局区域を閉鎖区域とした重合番号方式となってお

り,加入者のダイヤルは中心局区域内の加入者に対して

は端局の局番1数字加入者番号3数字の計4数学で次の

ように決められている｡

CXXX

C:端局のJl,J香り▲

ⅩⅩⅩ:加入署番号

天津月.甘

紀1主局

中 心 局

蟻 后

勺[1岩タイ｢7ノ弓f′中心局匡t戎内 Cズズズ

ヰ七尾ぎ三城外 ■封.柑〃甘■

第1岡 回 線 系 統 図
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第2囲 タンデム中継方式国

所属する中心局区域外の加入者に対しては区域外識別

"0"を付し区域こ番号2数字,端局番号1数字,加入者

番号3数字で計7数字となっている｡

OABCXXX

O:中心局区域外識別番シゴ･

AB:区域番号

C:端局番号

ⅩⅩⅩ:加入者番号

2.3 タンデム中継

たとえば第2図のようにA,B,C,Dの4Ji]与があり

D局は地理的にいっても各局から直通繰を設けることほ

不経済でありA局にのみ中継線を有しているとする｡

この場合B局よりD局の呼,およびD局よりB局の呼

はすべてA局を経由することになり,B局の加入者ほ臆

初のダイヤ

､
-
-

局Aずまでレ}ノ る1しオさ
｡A局においては

次のダイヤルでA局加入者に接続せずD局に延長される

ことになる｡この接続をタンデム中継という｡C局につ

いても同様のことがいえる｡

これをステップ･バイ･ステップ式に接綻すれば単一

計方式でほ行うことができない｡j

A,B,C,D各局の局番労せそれぞれ"2""3"

"4""5"とすカtば,A局の加入者がD局の加入者を

呼ぷ場合にほ"5"をダイヤルしてD局に接続L′,続い

て加入者番号をダイヤルすればよいが,B,Cノr~1の加入

者からD届の加入者を呼ぶ場合にほまず"2"ンをグーイヤ

ルしてA局に接続し,続いて"5"をダイヤルしてDJ.,ユ

へ接続して後加入者 片をダイヤルすることになるか

ら,加入一者のダイヤルの仕ノノは発信加入者の属する周に

よって異なることになる｡

この接続を統一番片で行うためにほ,各局にデレクタ

装置のごとき番号の蓄積変換装置を設置することにより

解決される｡

すなわちB局の加入者ダイヤルほいったん蓄積され,

ダイヤルされたD局の局番号"5"を(A局の局番十D

局の局番)"25"に 換すればA局を

入着に接続できよう｡日本一

出してD局の加

有鉄道のように全国にわた

る交換局に対して相互に清二通線を設けることほ非常に不

経済であるのは明らかで,数段にわたる中継局を経て目

.的局に到達する場合が多い｡したがって統一された番号

号(第3集) 日立評論別冊第27号

方式で全国加入者ダイヤル接続を行うためにはデレクダ

換装置ほ不可欠である｡

2.4 迂回中継

第2図においてB局加入者よりC局加入者を呼ぶ場合

直通線を締出して接続できるが,もしその宵通線が全話

中のときに,B局からA局を経てC后往こ至る中継線によ

り接続するのを迂回中継という｡

迂回中継を行うことにより直通線より溢れた呼は辻回

路を通って接続されるから中継鯨能率が向上され線路

を軽減することができる｡デレクタ装置などの番号変換

装置を使用すれば,柾通腰が全都中の場合は迂回ルート

の中継線及刊選択して加入者ダイヤルを変換し,迂回中

継の番号を送出することにより迂回中継を自動的に行う

ことができる〔

3.デレク夕方式

ステップ･バイ･ステップ局においてセレクタ,コン

ネクタなどほ通常のステップ･バイ･ステップ機器を使

川し, 上のそ ニ蓄積変換 閏すなわちデレクタ装置を什

加したものがデレク夕方式で,主として英国の大都市に

おいて採川されている｡

デレクタ装置を使用することにより,加入一斉のダイヤ

ルした数でと異なった希片を中継線に送出して接続を行

うことができるが,2.1,2.2 項の回線網および番号計

画のもとでほ中継番号に着局番号方式せ蘭用し,加入者

のダイヤル数字をデレクタで研訳するにあたっては次の

ような中継番号プチ式を採州することが適当と考えられ

中継局に対する中継紬に送=する番号

"EABCXXX"

直接相手区域に対する小継練に

"CXXX"

目する番号

E:区域外識別番-ンi▲("1")

AB:i亘城~辞号

C:端局番号

ⅩⅩⅩ:加入者番号

たたし,"ABCXXX"の各番号は加入者ダイヤル

とIil一とする｡

この中継番号力式は米国の4-A市外クロスバ方式と

同様のものであるが,区域外の識別番号"E"を最初に

付すことiこより,区域番号がくるか局番号がくるかを識

別している｡すなわち中継局において"E"が最初にき

た場合のみタンデム中継を行うので,デレクタ装置はタ

ンデム小継を行う呼のみを取り扱い,最初の数字が

"E"でない呼は入中継セレクタで分別され白区域に按

綻するのでデレクタ 置を経由することほなく,中継呼

の全部がデレクタ装置を通過するのをさけることがでぎ
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る｡発イf閥においても加入者ダイヤルの故初が"0"の

区域外識別がきた場合の夫デレクタ装~程を拙媒し,巨‖さ二

域に対する呼ほデレクタ装置‡を使用Lない｡

すなわち,かかる番号計画および中継番うノブJ式のもと

■では,デレクタ装間ほタンデム｢l~1継,迂回中継凍必要と

する地区域に対する呼のみを取り扱い,H区域溝の加入

に接続される呼ほ発着ともデレクタ装if′モを通らないの

で,設備数ほ少なくてすÅ経済的である､｡

この中継番サ方式をとれほ,クロスバ方式を採川しノた

場合でも,レジスタに蓄漬される霹･巧･の最初に識別がつ

いているので,プリ1､ランスレーションが榔仁酎こなりむ

だにセンターを 動することはなく有利である｡､

また1式域番号,局許芳,加入者番号"ABCXXX"が,

加入者のダイヤルと中継番号と同一になっていること

ほ,蓄積変換装ド割こおいて蓄積Lた番▼引こ対して送rllす

る番号は数乍の削除および追加のみを行えばよいことに

なり変換装摘ま非常に簡易化される.｡

したがってこの中継 号プブ式ほ仝[射こわたるトールダ

イヤル化を経済的に実施するためにきわめて大きな効果

をもたらすであろう｡.

4.デレクタ装置の概要

ストロージャ吊に設聞セるデレクタ崇描一己の一例につい

てその大要を紹介する｡一今回設聞Lたものほ舞3図のよ

うに3架よりなっている,二

4.1中継方式

中継系 は舞4図に示すようにA砧･土9地区の総括属

で911宣域の中心局を飛来ており,B局ほ9･4i互域の中心

局,CHは96区域の中心†‖)であるとL,この3局聞の

中継線ほC†.JおよびB局よりA

局に対してG･よ〕右枠回緑をイJ■し,

S UB

Ist SEI一

りC SEl.
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雄3岡 L｣本国イJ-鉄

道人分鉄道管理J‖)

納 デレクタ装躍

C局とB局の間にほ近道回顧オ

あって,(二J..)よりBん~一与加1入者を

呼ぷ場合近道回線で接続し,こ

れが仝話中の場合AJ｢.膵た由の迂

回接続を行うとする.こノ

この場合のC局を例とLてデ

レクタ装置の接種の概要につい

て述べる｡

第5図はCノi~.ユの中継プブ式の一

部でデレクタ装i7′r■:に関係のある

部分を′J二したものである｡

デレクタ装置ほ一一次セレクタ

および人中継セレクタと汁いl~】継

セレクタの聞に挿入された発信

トランクより接続されるように

構成され,デレクタ装;.崖のほか

ほすべて通常のス1､ロージャ交換機用機器より構成され

ている｡

デレク外装閏の接続動作の一例としてC局の加入者よ

りB局の加入 を呼んだ場合について近道回線による接

綻と,近道回線全話申のときの迂回中継接続の概要を次

に述べよう｡

被呼加入者の端局番片を"2",加入一者番号を"ⅩⅩⅩ"

とすればCん1ユの発呼者のダイヤルする番一別ま 2.2 項に

より

"0942ⅩⅩⅩ"

となる｡

第d図はデレクタ装帯の接続系統を示したもので国中

の数字は接続順序を示す｡

せ〕発呼老が最初のダイヤルで区域外識別番号"0"



昭和33年11月 通信機器特

第6図 デレクタ装置接続系統図

により一次セレクタの"0"レベルより発f言トランク

が捕捉される｡

㊤ 発信トランクはセレクタより捕捉されるとただち

にデレクタリンクを通じて加入者線をレジスタセンダ

に延長する.｡

(可 以後の加入者ダイヤルほレジスタセン〆で計数蓄

積する｡

④ 加入者がJL.ユ番"942''までダ､ィヤルするとレジスタ

セソダはトランスレータコンネクタを通じて1､ランス

レ一夕を捕捉し,l亘域番-けおよび前傾ぺ･"942"をトラ

ンスレータに転送する｡

(軒 トランスレータほこれを翻訳して出中継セレクタ

のレベル"2"局番号1数字,加入者番号3数字であ

ることの 示をふたたびレジスタセンダに転送する｡

ここでトランスレータi･まただちに開放される｡

(む レジスタセンダはトランスレータの表示によりB

局への中継線が空であれば出L【1継セレクタのレベル

"2"および蓄積していた局番片1数字"2"加入者

番号3数字"ⅩⅩⅩ"を発信トランクを じて山中継セ

レクタに対して送刊し,B局が泊二接相手区域であるの

で,これに対して"2ⅩⅩⅩ"が送り込まれる｡

径)加入者番号まで送出を完了すればレジスタセソダ

ほ発信トランクに対して完了表示を り発信トランク

ほ加入者繰を田中継セレクタに直接延長してレジスタ

センダを開放する｡

もしC局よりB局への近道回線が空前中のときほ次の

ようにA属経由の迂回中継接続が行われる｡せ､■の動作で

最初"2"を送出してHい中継セレクタを2レベルまで上

〉テ(第3 ) 日立評論別冊第27号

昇しB局に対するレヒータが全話中のときはレジスタセ

ンダはこれを識別していったん出｢fj継セレクタを開放す

る｡

④′ ここでふたたびトランスレータを起動し亘)の動作

にもどるがこの際局番号とともに迂回中継を行う

をトランスレータに転送する｡

吋′ トランスレータほこの 示により‖中継セレクタ

レベル"1"区域番ンJ一および局番号3数字,加入者番

弓･3数字の 示をレジスタセソダに転送する｡

(亘′レジスタセソダはふたたび山中継セレクタを捕捉

して"11942ⅩⅩⅩ"を送出し,中継局であるA局に対■

して"1942ⅩⅩⅩ"が送り込まれる｡

A局でほこの番号を受けることによりB局ヘタンデム

中継接黍売が行われる｡

5.ストロ∵-ジャ局におけるデレクタの機能

ストロージャ局にデレクタ装置を設置する場合にほ,

ストロージャ方式との併用により発生する諸問題があ

る｡この主な例およびその解 策を述べる｡

5.1中継線仝話中の識別

迂回は直通線が全話中の場合に行われるが,この小継

線全話中の 別はクロスバ方式などの共通制衛回路を

有する交換方式であれば,レビータの試験練は共通制掛

回路に引込まれており,全話巾表示が容易に得られるか

ら,中継線を選択する場合一群の中継線を試験して全話

中であれば,ただちに迂回ルー1､の中継緑を選択するこ

とは容易であり,｢~摘捌貌む避抹してよりきわめて短時間

の聞にその中継縦を折胡l新鋭してほかから捕捉できない

ようにすることができる｡

ストロージャ方式においてはセレクタから中継脱が出

る場合一一う洋の山中継緑数が10をこえる場合ほグレーデ

ソグによりレビータへ接続されるので,二次ラインスイ

ッチを用いて中継線を完全群としなけれほ全話中衣示を

うることほ国難である｡

またたとえ,全詰小 ホ機能を付してもセレクタが上

昇し回転して中継線を摘採する首で1･5秒程度かかる場

合があり,その間にほかから捕捉されて会話中となる機

会も生ずるので･トー継線の全.=話中か■#かを中継線描捉前に

知ることは困難である｡

すなわちセレクタを動かしてからはじめて中

航したか否かを判別しなければならない｡

この判別の手段として次の方法が考えられる｡

(1)発イさてセレクタよりの表ホによる

発信セレクタ中継

線を摘

のレベルまで上昇し｢叶転して空砲

をさがすが,全話中であれほカムスプリングが動作して

前ト'/二職制こ掛トl古を送㌔_【_iする.二J

レジスタセン〆では言か~い占･を識別して仝話中を判別す
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ることほ困難であるからJFH-】淋セレクタを改造してカム

スプリングが動作Lた場合にその表示む軒隠信引こ変換

してレジスタセンダに転送する､｢レジスタセンダは一定

時間内にこの符号がこないことにより,レビータを捕捉

したことを識別する｡

この方法を採る場合にほ従来のセレクタを改造しなけ

ればならない｡

(2) レビータよりの表示による

レビータが捕捉された場合捕捉された ホをレジスタ

セソダに転送する｡すなわち接続確認符号を用いる方法

で,レジスタセソ須･ま-う定時聞内にこの符一弓･がこない場

合に全話中の判別を子J二う.ニ.

この接続確認符号ほ相手j.-)レビータから子埠ることがで

きるので,相手局まで接続されたことが椎躇され,中継

線の全話-~r~Tのみならず.鍼路,レビータなどの障胃も感

知して,迂回することができて,機能が向上する｡

5,2 入線識別

中継番一口■が,若月番号ノノ式の場合には迂何の悪循環を

さけるためにデレクタに入ってきた呼がⅠ■i区域よりの発

信呼であるか,あるいほ地区傾からきた中継呼であるか

の識別を行わなければならない｡

弟4図のようにA,B,Cの3局があり互に両:通椋を

有しC局からB局を呼ぷ場合i･こ直:通繰が仝話中であれば

を繹由する,またA局を呼ぶときBJ云ほ裾~lの迂回中

継を行うとする｡またA,甘吊よりの発n呼についても

に,それぞれB,CおよぴA,CJ.Elを㌍1i-!する迂

中継を行うとしよう竃⊃

とB局問およびB局とC†誹用の中継縦が全話中

で,A同とC局問の一寸1 緑が烏いているときにC局より

B后1を呼んだ場合を考える〔1

まずC局でほ迂回中継すべくA局に対†一てB局の許号

を転送するしノAJ..)に入組の識別機能がなく日周よF)の発

呼と区別がつかなければふたたびA局よりC局締出で迂

回すべくC局に対して】封1)の番シi･を転送するであろう｡

この現象ほついにほAし1とC=開の中継凝祢津諸Hに

至るまで続けられることになる｡

入線識別を行うにはデレクダ装声～'さの入中継製躍である

発信1､ランクを口区域川と入Il~1継呼刊との二群にわける

かあるいは発イ言トランクに人守一継視力向の闇別機能を有

せしめるじデレクタリンクは発イ▲‡トランクより捕捉され

てレジスタセンダを起動するときにこの識別表ホをレジ

スタセソダに転送し,レジスタセン〆でこの衣ホをうる

ことによりむだな迂回をさけることができる.1

デレクタ装P【亡を他州すか呼量が比較的少なく発車けラ

ンクの数が少ない均侶こほ発†Ⅰ-て1､ランクを∴群にわけ

ず,発信1､ランクi･こ識別機能を付Lた~ノノが経済的にな

る｡

5.3 ミニマムポーズ

仙区域への発佃呼は"0"ダイヤルによりデレクタ

~掛こ入るので発信トランクほ一次セレクタの"0"レベ

ルに収容される｡

加入者が"0"をダイヤルして次の数字(たとえば

"9")をダイヤルするまでのダイヤルポーズの間に発

信トランクほデレクタリンクを通じてレジスタセンダを

捕捉し,レジスタセンダはインパルスを受け入れる準備

を完了しなければならない｡

加入者の最初のダイヤル"0"が終了してから一次セ

レクタのCリレーが復旧し.,セレクタが発信トランクへ

のア糾コ敵組封伸広阻~Jくして,発行‡1､ランクを捕捉するま

での時間は最悪の場合550111S以上要する恐れがあるの

で,ミニマムポーズ 650皿Sの問にレジスタセソダを捕

捉するた裾こ,デレクダリンクは卜分速くレジスタセソ

ダを捕捉Lなければならないこ.

そのため発†tてトランクとレジスタセソダの問の接続装

置己であるデレクタリンクには,クロスバスイッチを用

い,かつ選択継電器こよるバイパスルートにより,イン

パルス線を約451TISの問に,レジスタセソダに接続で

き,クロスバスイッチ動作後はバイパスルー1､ほ復旧す

るようにL,またクロスバスイッチが複数個のときほ,

おのおの独立に接続動作を行うことができて,異なるス

イッチに収拝されている発仁‡トランクから同時に捕捉さ

れたときは,同時に接続動作を行い同時に捕捉されたと

きの持合せ時間を短縮して,バイパスルー1､の利用率を

上げるようにし,またレジスタセソダが全部使用中で発

信トランクがレジスタセソダへの接続を待合せる場合な

ど接続が遮音Lる場合には,もL.加入者が次のダイヤルを

開始してしまうL娯接親となる恐れがあるので,発信1､

ランクにおいてこの監視を行い,レジスタセンダ捕捉前

にダイヤルが開始された場合ほ,発信トランクより話中

缶を送出する機能を付してある｡､

5.4 才妾続時間

タンデム1い継ノんエこを採川してデレクタなどの三許硫変換

製雄一壬を導入すれば加入者のダイヤルほいったん蓄積さ

れ,H番-けまでゼ入れて中継練力杓およ
ー
rl 号が決

まってから,インパルスの送J†‡を開始し相手局のスイッ

チを動かtて接続する.｡Lたがってインパルスの送灘開

始ほ莞呼加入者のダイヤルよ牛越れ,加入者が被呼加入

者番号のダイヤルを終えても,デレクタよりのインパル

､し丁終榔 て被呼加入1抑こ接続されるまでやや時間

がかか`)そうに揖われる⊂ たとえば被呼加入者の属する

区域に匠1二按中継潮音帝する場合はデレクタ装置が加入者

のダイヤルを局番号まで蓄積Lて,=中継セレクタ1数

′h ノ訂番け1数十を送‖卜す-るのでインパルス送fl=開始

は,2数ノナだけ遅j~tることになる｡
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しかしデレクタ装㌍よりの送｢l†インパルスほインパル

ス列の間隔が600msで行われるのに対して加入者のダ

イヤルほ通常1･5秒程度の間隔がある.｡したがって発呼

加入者が被呼加入者市号3数字をダイヤルしている間に

デレクタ装吊よりのインパルス送州ほ追付いて実際上接

続の遮れはほとんどない｡

中継番号方式が首局方式のときにほ･一卜級局ごとに区域

番号,局番号を巾生するので,タンデム中継を行う場合,

さらに中継局が多数にわたる場合に,ニの接続時問の遅

れが大となってくる｡

一般にクロスバ方式がステップ･バイ･ステップ方式

より接続時間が速いといわれて嘉川されるゆえんほこの

点にある｡クロスバ方式を採用すれば中継番号の信号方

式に通常のDP(ダイヤルパルス)カ式でなくMFD(多

周波ダイヤル)などを採J二i=ノて短時間に転送し,被呼局で

は番号を受入れるとただちⅠこ共通制御回路によって短時

間に被呼加入者に接続することができる｡したがって,

ステッフ∴･バイ･ステップ方式のように,セレクタ,コ

ンネクタなどを効かして接続する時間ほ節約できる.｡

日本国有鉄道においては第7図のように5中継が最大

中継数となっているが,この場合絵描局相互間ほ信号方

式にMFD方式を採用し,端局ほステップ･バイ･ステ

ップ局で信号方式ほDP方式を採用するとすれば,中心

局と総括局の間の信一号方式ほDP方式で十分であり

MFD方式を採用しても次に述べるように接続時問ほ短

桁されない｡

中心局と総折局との間のイーiぢ▲の托額を第8図に示す

(イ),(ロ),(ハ)の3稚類について接紺寺問の比較を

行ったのが第9図である｡ただL第

9図の接続時聞の計算基準は次のよ

うに仮定した｡.
先口?孟.ケ属すち区虚

(i)ダイヤルパルスの場合

加入者ダイヤルの

インパルスボーズ1.5秒

デレクタ送Jllの

インパルスポーズ

"E"(1二)･り

"L"

その他

0.6秒

0,l秒(タンデ

ム中継組耽

0.2砂川いIT継

セレクタレベル.〕

0.5秒

番号変換および準備時間

0.5秒

(ii)多周波ダイヤルの場一合

1数字について0.12秒(ただし接

続符号の2数字を加算する)

番号変換,交換接続時間 0.5秒

抗一斗

りロス岩ダイヤル)

㍍富

◆
T
㌢

そ即′中毒の屈す5区画

中
心
局

､い㍑掻局

日立評論別冊第27号

大
総
指
扇

第7図 系 図
橋
結
局

統

第9図より(イ),(ロ),(ハノ のいずれの場一合も発呼

加入者が被呼加入者布けのダイヤルを終了してから被呼

者に接続されるまで約9秒捏度かかり,その差ほほとん

どないことがわかる｡

したがって中心局においてはデレクタカ式で十分であ

り経済的である｡

クロスバ方式で接続時問が短宿されるのは被呼加入者

の属する局がクロスバ方式の局でMFDにより番号を

受けてから,加入者に接続されるまでの時間が短縮され

る場合であって,タンデムステージがクロスバ方式であ

っても,最終的にMFDをDPに変換してステップ･

バイ･ステップ方式のスイッチを動かして被呼加入者に

接続する場斜こは,接続時聞ほ短縮されない｡

脂→中→総→一大紹→統一一千---一院

l

】

クク βク 椚 ノ胸 βク βク

βル J御 ル〃甥 〟fβ 〟ノワ βク

聖
東員い βク 〟/汐 〟/汐 〟/ガ βク βク

βクはタイヤルルレス

〟f凱ま多周波タイヤル

第8図 信 号 〟 式 の 種 顆
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5,5 中継線群の大群化

5.1動こおいても述べたように池戸i‡のストユージャ方

式でほ才一1川コ継税が1方向に村Lて10木をこえる場合は

揖小継セレクタエり,グレーデングにより複式接続され

るので完仝群の場合ユり･-い縦線能事が低■卜する｡デレク

タ装i花を似jiけれほ‥㌔小継セレクタのレベルにあきがあ

る場合は次に述べるようにこれをノこ群化Lて能率を上げ

ることが可能である.すな.hち1~ノJ】r'りの汁川--1継繰が10

を起える場合には,二れをJt=-継練レベルの二つ以_山こ

おのおの完=笑群とLて収容して.一昔群ごとに全話中の場

合その衷心をトランスレータに妻ミホ1∵ておき,1､ランス

レータよりレジスタ･センターにその中継視力向の汁仲継

セレクタのレベルを転送する際に,.仝ぷ=- .ホのないレ

ベルを選ふようにするし:さらに【吊射-一紙緑を収容Lてい

るレベルがすべて1三詣小の場合に辻1伸幸継路のレベルを

選んで迂回中継接続を行うことができる｡.

ただし上記の脚l】に際してほ2.1項で述べたように,

中継繰を捕捉するた裾こ==↑継セレクタがインパルスで

上昇し,次に回転しノて空緑を選illける時間があることを

考慮に入れる必要があるので,二の∴∫､くに関Lて検討を進

姥)た上実施する必要がある.

る.デレクタ装置の構成

デレクタ装閏は発仁て1､ランク｢OT､),デレクタリンク

(DL),レジスタセン〆(､RS),トランスレータコンネク

タ(TC),Tlランスレーク(TRS二■]などよりなっている

ことは弟占図に′jミしたとおりであるが,行洋一;分の機能の

概要を述べる｡

d.1発信トランク

･発代1､ランクほ1フィヤフ∵ブリンブリレーよりなるリレ

∫ムヤーーー

｢■∴･.ノ｢

｢1 ごrヰごeこ

し
ノ∫､

第10図+発信トランク架

TCマルチ]ン9ワトリし-

トフS討_礪リレー苫‡

仁こ5

ト■さ試.彗委盤

兢11坪†トラソスレー一夕,デレクタリンク架

仁一 ∴予

Il ～:■l

云≧il十し

1 1･了

＼
､
ノ
ー
l

写‡12図 レジスタセノダ丑

一件て, ▲次セレクタと‖い-い継セレクタとの中間に設閏

Lてふ川,--･次セレクタエリf晶促されると,デレクタリ

ンクを通してレジスタセンダ､を捕捉し,加入者線をレジ

スタセンオ､へ延長Lてインパルスを受入れる｡一･カレジ

スタセンダ♪上りの送=インパルスは本トランクを通して

‖川l継セレクタへ送甘■される1Jインパルスの受入れ,

mな`完｢すると加入者鍼は日中継泳レクタへ庶接延長さ

れるご その･ごヱか入組識別,レジスタセンダ､捕捉前のダイ

ヤル開始.中継縦令詔一二i]の場合などに訊1-】育を送JIlする

機能を有する｡_.

る.2 デレクタリンク

デレクタリンクは接続路用としてクロスバスイッチ,

制御Jt-jとしてワイヤスフニ■リングリレーよ射構成され･,発
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信トランクとレジスタセンダとの開の芥種潮路を接枕す

るために使用する｡

クロスバスイッチは水､i-そ路10,_垂l自二路20で行交又接

点ほ6メークを有し,各クロスバスイッチの水平路にレ

ジスタセンダを10回路収容L-,享剛び各にトランクを20

回路収容することができ,このようなクロスバスイッチ

を複式に接続して発信トランクの収容数を増加しうるよ

うになっている｡

クロスバスイッチを2個以上使用する場合はおのおの

独立に動作することができて,同時に接絞が可能であっ

てレジスタセンダを待合わす時間を短離する｡またクロ

スバスイッチの交叉点がl崩じるi抑こバイパスルートによ

って加入･者視インパルスルートを作り人■‡~l継緑識別符け

をレジスタセンダに送り込む機能を有し/ている｡

このバイパスルー1､はクロスバスイッチが劫作すれば

ただちに緩け=ノて次の呼を扱うことができる｡

d.3 レジスタセング

レジスタセンダは主としてワイヤスプリングリレー,

番一弓･蓄積用のリードリレー,インパルス受=および発三巨

川の有極リレーなどより梢成されるリレー群で,発信側

入老より送出されるダイヤルインパルスむ計数蓄積し,

区域番弓･ 番号を蓄積すると,トランスレータコンネク

タを通してトランスレータを捕胡し,区域番払同番けを

トランスレータに送り込む｡1､ランスレ一夕で翻訳され

た表示はふたたびレジスタセンダに転送されて,‖汗1鮮

セレクタ(0/G SEIJ)に対して方Ir!-J決シよのためのセレ

クタのレベル番号,局番けおよび加1入者番刃･のイン′ベル

スを送州する｡

迂l■】H二1継を行う場合iこはいったん日日】淋セレクタを榊

放しふたたびトランスレータを起動Lて,=中継托レク

タを捕捉し,迂回中継に必要な蘇り･を送≠する｡そのほ

かダイヤル途中放蔑の監視およJ苓種障一里明甘祝機確を

有している｡なお試験触こよって各種動作試験ザ~■-J能で

ある｡

る.4 トランスレークコンネクタ

接続闇皿のワイヤスプリング形マルチコンタクトリレ

ーおよび;†i臓り1のワイヤスプリングリ レーより構成さ

れ,レジスタセンダとトランスレータ閃の多くの表ホ緑

を桜紙するために依川する.

る.5 トランスレーク

ワイヤスプリングリレーよf)なるリレー粁およびジャ

ンパ端子より柄成され,レジスタセンダよりん.J番けを受

入れて所要の中細戯以前抹よび送Jl与するインパルスに翻

訳してレジスタセンダに 示する機能をイjサる､･ノトラン

スレークほ常用,ヤ備を石し常川装腔か肝.1手のときは自

動的に一千備装闘こ切り揮えられる㌧ なおふて験盤により翻

訳機能を随時迅 とが可能である｡
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7.性 能

今回設~罠されたデレクタ装~置ほ所期の性能を前足し好

調に運転廿であるが,その接続時問,インパルス特性な

どの一例を示せば次のようである｡

7.1デレクタリンク

(1)発イ~言†､ランクが捕捉されてよりレジスタセンダ

を捕捉し インパルスルートが作成されるまでの時間

約46ms

(2)一発イ.キ†､ランク捕捉後,デレクタリンクのクロス

バスイッチが閉い酬帥_主1路が完仝に復旧するまでの暗

け;】 約128ms

7.2 レジスタセンダ

(1)インパルス計数宜1路の動作変域

インパルスリレーにイj■械リレー,計数リレー己･こワイ

ヤス7■~■リングリレー5個を使用し,

加入者線路直列抵抗 0､1,200n

並列/′ 20,000～∞n



スト ロ
ージ ャ式電言舌交換力式と併用するデレク タの機能

で舞13区】く･こノ｣ミすようにきわめて広い動作変域をオj▲し

ている.-:

(2)

有極リレー2偶によりインパルスを発生し第14図

にホすように庵圧変跡･二村してむ安定で良質のインパ

ルスを■~い継触に送目する.-.

(3)1､ランスレータ

トランスレータの保酢l刊Hl 約42111S

となっており保留時間ほきわが〕て毎時間であるから大

谷;-1‡:のJ.ミュでも1個で卜分呼を処即することができる.〕

8.結 t=1

以仁lり小川▲鉄道千葉鉄道貯理=および人分鉄道竹理

(イぎ7封J二■′続く.)

砧二納入きれたストロージャん~J‖jデレクタ装閏の概要で

あるが,■-い継椋の大群化,迂回中継接続,接続時~胃など

の′頂こついてはなお多くの検討を要するl~矧題があり,今

後さらに改良を亭必ナたいと考えている｡最後にたJごたび

御指導,御援助をいただいているしi本国才J▲鉄道来通い謝

長ならびに俣‖系酎､ソニおよび日立製作所通イ.Hば制服迎接

師艮,川家~l満仲明磯長ほし瑚蓑=系各位に諜く感謝する】

次第である.二

言 文 献

(ノり.一打詔_吏換~ノノ式などの課は‖粧l_il二(33･-3)
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